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も
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季節の風景

とろみ剤の使い方、食事介助の工夫
今年の冬は例年に比べ、インフルエンザ発生数はあ
まり多く報告されていませんでしたが、年が明け低
温傾向が強くなるに従い発生報告も例年同様、徐々
に増加してきています。
急な発熱や悪寒など、インフルエンザが疑われる時
は重症化を避けるため速やかに医療機関を受診して
ください。
また、高い発熱などがある場合は水分をしっかり摂
取し、十分に休養・栄養をとることが必要です。
高熱や脱水症状で意識がもうろうとなり、ふらつい
たり倒れ込んだりして怪我をすることがあるので極
力外出を控えて自宅で休養をとり安静を心がける様
にしましょう。
現在当院では感染予防の観点から不要不急の面会は
ご遠慮いただいております。
面会が必要な場合は、インフルエンザ症状が無くて
もマスクを着用し(受付事務所で販売し
ています)、当院玄関に設置してある消
毒液で手指を消毒するようにしてくだ
さい。
また中学生以下のお子様は病棟にお入
りになりませんようお願い申し上げます。
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診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始（12月31日～1月3日）・お盆（8月15日）

担当医　（月曜日午後及び土曜日午前中は担当医師が週により変更となります）
月曜日　午前：青山　　午後：内科（交代制） 木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：大村　　午後：宮加谷　　　　 金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：宮加谷　午後：腎臓内科               午後：神経内科（六車）　 
　　　　　　　　　　　　　（進藤・門野）　 土曜日　午前：内科（交代制）
　　　　　　　　　　　　　　　 

インフルエンザ警戒中

節　分

私たちは普段食事介護に携わる機会が多く、
嚥下状態の悪い患者様や自ら食事摂取できな
い患者様などを対象に食事介護させてもらっ
ています。
当院では患者様一人一人に合わせた食事が提
供されており、患者様の中には食事介助をす
るにあたって誤嚥予防のため食事にとろみ剤
を必要とするがおられます。
とろみの使用は食べ物をまとめ易くし簡単に
呑み込めるようにする、喉へゆっくりと送る、
といった利点がありますが、反面とろみの濃
度が強すぎると窒息の危険性もあるため患者
様の状態に合わせて濃度を考
えることが大切です。
今後もとろみを適切に使用し、
患者様にとって楽しみでもあ
る食事の時間をより安全に介
助していきたいと思います。

看護師　佐々木　梓
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（※3月から医師の担当曜日が変わる予定です。詳しくは受付までお問い合わせください。）

梅が咲き始めました


